
港区立六本木中学校 

令和６年度 学校教育活動点検アンケート（保護者） 集計結果 

 このアンケートは、令和６年１２月６日（金）から２０日（金）にかけて、「がくぷり」にて行われた保護者向

けアンケートです。３３８名の中、１０７名の方から回答をいただきました。ありがとうございました。（回収率

31.6％：昨年比－6.4％） 

 回答は A～E の５段階でしたが、集計は肯定的評価（A＋B）、否定的評価（C＋D）、わからない（E）で集計い

たしました。 

昨年比  ↗↗：10％以上上昇  ↗：５～9.9％上昇    ↘↘：10％以上下降  ↘：５～9.9％下降 

      → ：－４.9％～＋４.9％ほぼ変わらず 

（％） 

 質問項目 肯 定 否 定 わからない 

1 
学校経営計画、学年経営方針がわかりやすい。（年度当初の保護

者会及び学校だより等でお知らせしています。） 
86.0 → 4.7 → 9.3 → 

2 
学校だより、学年だより、ホームページ、X などの情報で学校

の様子がよくわかる。 
93.5 → 3.7 → 2.8 → 

3 
電話をかけた時や学校へ訪問した際の教職員の対応が丁寧で

ある。 
93.5 → 4.7 → 1.9 → 

4 

教職員は PTA や地域の活動に協力的である。（地域行事は「麻

布地区花火大会」、「麻布地区総合防災訓練」が実施されました。

PTA はクラスに関係なく委員を募集し、行事ごとにできる方に

お手伝いをいただいています。） 

77.6 ↘ 2.8 → 19.6 ↗ 

5 学習のねらいや内容が明確な授業が行われている。 69.2 → 7.5 → 23.4 → 

6 
少人数授業において、生徒が進んで学習する姿が見られる。（少

人数授業は全学年において、英語と数学で実施しています。） 
57.9 → 8.4 → 33.6 ↗ 

７ 

ゲストティーチャーを招いた授業や学習が計画的に行われて

いる。（命の大切さを学ぶ教室、2 年はたらくを考えるワークシ

ョップ、防災講演会等において実施しました。） 

82.2 → 4.7 → 13.1 → 

８ 
授業では、話の聞き方や正しい姿勢での態度がきちんと指導さ

れている。 
66.4 ↗ 13.1 → 20.6 ↘ 

９ 表情が明るく生き生きと生活している生徒が多い。 83.2 → 6.5 → 10.3 → 

10 生徒はあいさつができ、服装など身だしなみも整っている。 83.2 → 7.5 → 9.3 → 

11 登下校時には、マナーや学校のきまりを守り通学している。 64.5 ↘ 20.6 ↗ 15.0 → 

12 

いじめの早期発見・早期解決のために生活アンケートが定期的

に行われている。（年に２回のなんでも相談のほか、生活アンケ

ートを毎月実施しています。） 

58.9 ↘ 7.5 → 33.6 ↗ 



13 

不登校の予防や学校生活への適応のためにスクールカウンセ

ラーの活用や「なんでも相談」等の相談活動が効果的に行われ

ている。（「なんでも相談」は生徒が希望する先生を選び相談し

ます。年に２回実施しています。） 

51.4 ↘ 12.1 ↗ 36.4 → 

14 
進路説明会の行われる時期や内容が適切である。（7 月と 10 月

の 2 回、実施しました。） 
81.3 → 7.5 → 11.2 → 

15 
職業調べ学習等の進路選択に向けた学習や取組が行われてい

る。 
66.4 ↘ 6.5 → 27.1 → 

16 
道徳授業地区公開講座が周知され、内容が充実している。（今年

度は 12 月に実施予定です。） 
68.2 ↘↘ 3.7 → 28.0 ↗↗ 

17 入学式や卒業式などに生徒が規律正しい態度で臨んでいる。 93.5 → 0.9 → 5.6 → 

18 部活動では、各自が目標をもって意欲的に取り組んでいる。 72.0 ↘ 6.5 → 21.5 ↗ 

19 

不審者対応、ハイテク犯罪防止等にかかわる取組が行われてい

る。（５月に「不審者対応訓練」（麻布警察）、7 月に「生徒向け

セーフティ教室」（教育ネット）を実施しました。） 

79.4 → 3.7 → 16.8 → 

20 玄関や廊下、教室等の清掃がよくなされていて気持ちがよい。 96.3 ↗ 0.9 → 2.8 → 

21 
給食は、安心・衛生、栄養、おいしさに配慮し、食育に係る話

題の提供がある。 
76.6 → 12.1 → 11.2 → 

22 施設、設備の不備は放置されずに、すぐ改善されている。 52.3 ↘↘ 2.8 → 44.9 ↗↗ 

23 
「六中タイム」やテスト前の課題を通して、学習の振り返りや

家庭学習の習慣化が図られている。 
71.0 ↘ 17.8 → 11.2 → 

24 
タブレットは効果的に利用されている。（課題の提出、授業での

活用、及び学校からの連絡事項はタブレットで行っている。） 
72.0 → 16.8 ↗ 11.2 → 

25 学校は感染症に関する啓発を行い、感染予防に努めている。 72.0 → 11.2 → 16.8 → 

26 運動会は、適切に運営されている。 89.7 → 3.7 → 6.5 → 

27 合唱発表会は、適切に運営されている。 93.5 → 2.8 → 3.7 → 

28 
各教科の学習評価は適切に行われている。（６月に評価説明を

がくぷりにて配信しました。） 
73.8 ↘ 14.0 ↗ 12.1 → 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度に向けた改善方針 

 

１ 学習環境の向上 

 ・「六本木中学校のモットー」の一つである「話を聞く」の評価が上昇した。今後も授業規律を大切にしなが

ら、生徒が主体的に学習に取り組むことができるよう学習指導の改善を図る。 

 ・少人数授業の成果を保護者へ可視化し、授業公開等で参観できる機会を増やす。 

 ・道徳授業や進路学習の内容を充実させ、外部講師の活用や実践的なキャリア教育を積極的に導入する。 

 ・学習評価の透明性を高め、評価基準を保護者会等で説明する。 

 

２ 生活指導の強化 

 ・登下校のマナー指導を強化し、生活指導部を中心に登下校の見守りを強化する。 

 ・いじめ・不登校対策の強化 

スクールカウンセラーの日程や相談窓口の周知など、具体的内容を定期的に発信する。 

・いじめ防止のための教育・啓発 

生徒に対してのいじめの定義、影響、そしてその防止方法についての教育を行う。学校全体でいじめの問題

を考える場を設ける。 

・早期発見と対応の徹底 

今後も定期的なアンケート調査を実施し、いじめや生徒の異変の兆候を早期に発見する。また、教員が生徒

の様子を観察し、異変に気付いた場合はすぐに対応する。教職員だけでなく、保護者とも連携し、適切な対

応について考えていく。 

 

３ 学校運営・情報発信の充実 

 ・学校の取組や改善状況を定期的にホームページや学校だより、学年だより、Ｘ等で発信する。 

 ・学校活動を理解しやすいよう、動画や写真を活用した広報を強化し、学校活動の見える化を図る。 


